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令和７年度 目黒区立目黒中央中学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年５月１日（木） 午後２時 35 分～午後３時 35 分 

            ・授業参観（6 校時の授業を参観） 

・評議員会（本校経営方針の説明・意見交換） 

（２）第２回実施日時 令和８年２月 14 日（土） 午前 11 時 00 分～午前 11 時 45 分 

・学校評価に基づいた意見交換 

・来年度の予定について（周年行事等） 

２ 参加者 

第 1 回  

・奥川 朝子   評議員（元 PTA 関係・令和７年～） 

・濵田 一幸  評議員（元 PTA 関係・令和５年～）  

・有賀 友紀子 評議員（福祉関係者・令和７年～） 

・降籏 淳平  評議員（福祉関係者・令和５年～） 

・田原 弘一  校長   

・須藤 信之  副校長 

第２回 

・奥川 朝子  評議員（元 PTA 関係・令和７年～） 

・濵田 一幸  評議員（元 PTA 関係・令和５年～）  

・有賀 友紀子 評議員（福祉関係者・令和５年～） 

・田原 弘一  校長   

・須藤 信之  副校長 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎保護者、生徒、地域、

教職員ともに肯定的な

評価が約８５％近くあ

った。全体的に学校生

活が落ち着いていると

評価されたためと考え

る。 

 

魅力・活力・信頼のある

学校へ 

・教員と生徒・保護者の

信頼関係を基盤とし、

「ことば」を大切にす

る。 

・教員一人一人が学校

での声かけの場面を増

やす。教職員同士、教員

・生徒にとって大切な

ことだと思うので、肯定

的な評価が高く維持さ

れることが良いと思い

ました。 

・信頼関係を基盤とし

た「言葉を大切にする」

取り組みが良いと思い

ます。 



と生徒、教員と保護者と

の会話を増やし、好まし

い人間関係を築く。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

●保護者の肯定的な評

価が微減（▲4.9）とな

った。教育目標とその

意義を改めて周知する

必要があると考える。

また、教育目標と教育

活動の指導の一体化が

課題であると考える。 

「目指す学校像」「目指

す生徒像」に基づいた教

育目標へのアプローチ 

・教職員は学校の主役

が生徒であることを常

に意識する。 

・保護者には伝わりに

くい部分かと思います。

私自身も保護者会等で、

校長先生から繰り返し

伺うことで「教育目標」

の存在意味を理解しま

した。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

「目指す学校像」「目指

す生徒像」に基づいた

教育目標へのアプロー

チ 

・教職員は学校の主役

が生徒であることを常

に意識する。 

・保護者には伝わりに

くい部分かと思います。

私自身も保護者会等で、

校長先生から繰り返し

伺うことで「教育目標」

の存在意味を理解しま

した。 

「目指す学校像」「目指

す生徒像」に基づいた教

育目標へのアプローチ 

・教職員は学校の主役

が生徒であることを常

に意識すること。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

●教職員の肯定的な評

価と、保護者の肯定的

な評価の割合が３０％

以上乖離している。保

護者が授業参観した

際、肯定的な印象をも

つ授業を全ての教員が

実践することが課題で

あると考える。 

学力の向上 

・学習用情報端末を活

用し、生徒が主体的・対

話的に学べる学習環境

を整える。 

・校内研究において、生

徒の思考力・判断力・表

現力を伸ばす授業の研

究や生徒の創造性を育

む授業を研究する。 

探求的な学び 

・情報収集、分析、協働

を通じて課題解決を目

指せる学習環境を設定

する。 

・生徒意見が下がって

いるのが気になりまし

た。 

・結果分析からの改善

につなげていってほし

い。 

 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎生徒・教員の肯定的

な評価が 9０％以上で

ある。体力向上に対す

る取組を継続したこと

や、めぐろ ここカラダ

シートを活用して生徒

の健康に対する意識を

体力の向上 

・生徒の健康診断や体

力調査等を活用し、自ら

の生活を振り返り改善

する機会を体育の授業

を中心に設ける。 

・健康教育、食育等を通

・肯定的な意見が多く

て良いと感じました。 



向上させることができ

た成果と考える。 

○保護者の肯定的な評

価が０ .8％増となっ

た。体育・健康教育に関

する本校の取組にご理

解いただけるよう、引

き続き周知していく。 

して、健康に関する豊か

な知識と正しい理解を

身に付けさせ、健康の保

持増進に努めさせる。が

ん教育や性教育に講師

を活用するとともに、保

護者の参観を周知する。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎四者の肯定的な意見

が 8３％を超えている。 

特に生徒の肯定的な意

見が 95％を超えてお

り、学校行事や部活動

の充実がその要因であ

ると考えられる。 

学校行事の精選、部活動

外部指導員等の有効活

用 

・長期休業日の日数増

やそれに伴う教育課程

編成の難しさ等の問題

から、学校行事の精選を

行っていく。 

・教員の働き方改革の

観点から、これまで同様

に部活動指導員の活用、

外部委託の推進を行っ

ていく。 

・生徒が「充実してい

る」と感じていることが

良いことだと思います。 

・行事の見直しをして

無くなってしまう行事

が気になりました。 

 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

●保護者、生徒の肯定

的な評価が、▲1.9％ 

▲1.4％微減となった。

生活指導面での、生徒･

保護者への多様な指

導・支援が必要になっ

たことが要因であると

考えられる。 

生徒センター方式の継

続 

・来年度も今年度同様

に学級の教室として、各

教室を運用し、生徒や学

級としてのよりどころ

を作ることで、学校生活

の安定や生活指導の充

実を図る。 

・先生方は常に真摯に

向き合われていると思

います。 

・今後も繊細なことな

ので大切に生徒と向き

合っていただけたらと

思います。 

・生徒･保護者への多様

な指導が増えた原因が

気になりました。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎三者の肯定的な評価

が９３％以上である。

毎月の避難訓練や講師

による生活安全教室な

どが評価された結果だ

と考える。 

◎地域の方も参加した

避難所運営訓練の実施

や第２学年で実施した

防災教育の推進 

・避難所運営・体験教室

を見直し、今後、学年毎

に参加できるような形

態にできないか検討す

る。 

・関係機関や講師を活

用し、より実践的な防災

教育を行う。 

・毎月の訓練は生徒た

ちに根付いていて素晴

らしいことだと感じて

います。 

・地域と連携してより

実践的な訓練ができる

と良いかと思いました。 



防災教室も評価された

ものと考える。 

・避難訓練を充実させ

る。災害の種類、災害の

時間、災害の場所等をさ

まざまに想定した訓練

を毎月行う。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎教職員の肯定的意見

が９０％以上である。

小・中連携の取組が評

価されている結果だと

考える。 

●保護者の肯定的意見

を伸ばすために、小・中

連携時に保護者参観や

情報の発信を行う必要

があると考える。 

小・中連携の推進 

・関係小学校と授業研

究や児童と生徒の交流

（いじめ問題を考える

めぐろ子ども会議、運動

会補助、小６訪問、部活

動見学等）を実施して連

携を深める。連携時には

保護者参観や情報発信

についても随時行う。 

・保護者は自分のこど

もが該当する行事の学

年になるまで連携して

いることを知らないと

思います。 

・小中連携時に保護者

参観（特に小学生の保護

者）の参観機会を作るの

は良いと思います。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

⦿地域の肯定的意見が

約２０％増となった。 

学校公開、ホームペー

ジ、C4th Home & School

（保護者専用アプリ）、

学校だより等を活用し

て、学校の情報を公開

し、風通しのよい学校

づくりを続けたことが

要因と考えられる。 

保護者・地域との連携 

・地域人材の活用、保護

者への協力依頼、PTA 活

動の充実などをさらに

進めていく。 

・情報の電子化を進め

ていく。 

・教職員の▲が気にな

りました。 

 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎教職員の肯定的な評

価が１００％であっ

た。 

引き続き、職務をとお

して専門性と協働性の

育成に努め、教育公務

員としての自覚をもっ

て職務を遂行してい

く。 

人材育成の組織化 

・校長、副校長、主幹教

諭を軸として組織的な

教育活動及び人材育成

を行う。組織的な教育活

動の中で、業務内容ごと

に指導する教員、助言を

受ける教員を明確にし

て意図的な OJT を行う。 

・全教職員が肯定的評

価というのは素晴らし

いと思いました。 



Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎肯定的な評価が９

０％近くとなった。 

職員会議の削減など、

昨年度に続き継続実施

したが、学年会の回数

や会議にかかる時間の

増加について今後も検

討が必要であると考え

る。 

働き方改革 

・教職員の業務負担を

軽減する以下の取組を

行う。AI ドリル、留守番

電話の設定（８時～１７

時以外は留守番電話対

応）、１つの会議を５０

分以内に設定する。 

・働き方改革が進んで

いる結果が出ていて良

いと思います。 

・先生方一人一人が心

も体も元気なことが学

校には大切なことだと

思いました。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎教職員の肯定的評価

100％である。定期的な

服務事故未然防止研修

に加え、朝の朝礼時の

取組や定期的な情報提

供が評価された要因と

捉える。 

・引き続き服務事故未

然防止研修を定期的に

実施して、「服務の厳正」

に努める。 

・引き続き、服務事故の

防止に努めてください。 

 


